NEJM勉強会2000　　第11回（2000.4.12実施）　Bプリント　　　担当 永井 由紀子　　　　　　

【Problem List】

1） 多発性麻痺

・口腔咽頭の異常

・言語不明瞭・口周囲の感覚異常・嚥下困難感・舌の左方偏位→舌の突出不能

・眼球及び周囲の異常

・両側性眼瞼下垂・左斜偏位・眼筋麻痺・角膜反射の消失（茎乳突孔での顔面神経刺激には反応）・瞳孔反射の消失

・顔面緊張低下

・四肢の異常（上肢、下肢の順に）

・四肢の弛緩・筋力の低下・深部腱反射の消失・振動覚の低下

・電気生理学的異常

・複合筋活動電位の振幅低下・運動神経伝導速度の遅延又はブロック・F反応の消失・recruitmentの減少（運動単位電位は正常）・

２）感染症状

· 発熱（40℃）

· 下痢（水様）

· 吐き気

· 腹部痛

· 脱力感

· 倦怠感

· 白血球増加（好中球優位）

· 血小板軽度増加

· フィブリノーゲン増加

· A/G比の減少

· タンパク尿

· 血尿

３）その他

· 歯痛

· 肝機能異常？

低アルブミン血症、LDH、ALP、GOT値の上昇

· 血中リパーゼの上昇

· 血中CK値の上昇

· 中等度の大脳萎縮（CT、MRI）

· 右内包のラクナ梗塞（CT、MRI）

· 高血圧

· COPD

· 右肺斑状陰影（亜区域無気肺）

· 心電図異常

・PR間隔の短縮・QT間隔の延長

· 高尿酸血症

· 高血糖

· 肺癌術後、大動脈弁狭窄（弁置換術施行後）、帯状疱疹（4ヶ月前）、胆石、消化性潰瘍、胃食道逆流の既往

【使用薬剤】

・塩酸ジフェノキラート

· 硫酸アトロピン

· ベンゾカイン

· ユーゲノール







